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研究背景


  WEBサービスの時代が来た

 「動画共有サイト」「ＳＮＳ」「オンラインストレージ」

　等のサービス　　　　　　　　　　　　　　(個人向け)  ‏

 SaaS型　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人向け）


※その中の「スケジューラサービス」に注目した
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目的


 ○○○の問題点

 直接出会って話せる人とのスケジューリングは簡単だ
が、直接出会えない人とのスケジューリング調整は手

間がかかる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


 人数が多ければ多い程、調整は複雑で、纏まり難い

• 参加者の予定変更、希望などを考えるとより


提案
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期待効果


  イベント企画者の労力軽減


  参加者の意見が取り込みやすい                           

  他の人が見たときに「あの人も出席している」と、出
席率の向上につながる　　　　　　　　　　　　　　


  ～に行きたい！と話が出たとき、企画倒れにしたくな
い　                                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　
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システム概要


WEB上でイベントの日程、予算、場所や参加者のスケジュール 
を一覧で確認することができるシステムである。 

[企画者] 
イベント名、イベント詳細、参加者に対しての質問事項(日程、予算 
等複数)を入力する。 
[参加者] 
企画者からの質問事項に対しての回答（○、×、△）を選択し入力す 
る。 

双方が該当項目を入力することで、その結果が一覧として表示される。 
図5に表示例を示す。このシステムを構築するため「企画者のイベン 
ト作成」「参加者の回答」「結果の表示」を行うＷＥＢページをPHP 
とMySQLを用いて開発した。  
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使用効果


  日程の調節が楽になった


  一々メールを回さないので手間が減った


  表になってるのは見やすかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
等
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まとめ


ＷＥＢスケジュール調整サービスを使用することで、複数回の連絡、
回答を照らし合わせる作業という作業が簡潔になり、イベント企画で
の幹事の手間や時間がかかるという問題を解決することができた。
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課題


  ＰＨＰアプリのセキュリティホールの多さ　　　　　　

•  特にSQLインジェクションへの対策


• （SQLを使って不正にデータベースを操作することを目的としている）　　


 携帯からのアクセス 　　　　　　　　



